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風力発電，疲労強度と発電量のトレードオフ， 

運用計画と制御による不確かさへの対応 

   

ウィンドファーム内に密にウィンドタービンを配置し、各風車が可能な限り発電を行う

と、風下の風車で利用できる風が少なくなる，風が振動することによりタービン翼への

余計な負荷が掛かり，メンテナンスコストが増大するなどの問題が生じる。 

 
 

そこで、ウィンドファーム全体で，1)総発電量を最大化しつつ，2)故障リスクを低減できるよう運用計画

を立て，風況が変化しても計画を実現できるような制御系を構築した。 

・数値シミュレーションにて、総発電量が多くなったにもかかわらず、故障リスクを低

減でできることを確認。 

・ウィンドファーム内に密にタービンを配置し、建設コストを低減可能になります。 

・論文 1報、国際会議論文３報が掲載・発表済。 

・イタリアの研究者との国際共同研究。 
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